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両性界面活性剤

シャンプーの成分表1

分類 濃度

洗浄基剤

洗浄助剤

働き

毛髪や頭皮に付着している汚れを泡で包み込み、洗い流す働き

シャンプーにとろみを付け、液だれを防ぎ、泡立てをしやすくする働き

主な成分

アニオン界面活性剤

両性界面活性剤、非イオン界面活性剤

シャンプーの製品の安定性を高める、使用時のリラックス効果や
見た目の美しさに働く

毛髪の保護や補修、指どおりや手触り感を向上させる働き

その他添加剤

～1％～

適量

コンディショニング剤
（保護、補修成分）

PH調整剤、防腐剤、金属イオン封鎖剤、
増粘剤・粘度調整剤、着色剤、香料など

油分、カチオン化ポリマー、シリコーン誘導体など

～15％～

0－10％

水

合計

残り

100％

フケ・かゆみ防止を訴求する市場品（シャンプー）の割合（日本）図1
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Mintel GNPDを用いた当社調べ（2022年6月）

近年、パーソナルケアのニー
ズが高まっており、ヘアケア商
品においては、肌や頭皮への刺
激が少ないシャンプーの需要が
高まっている。一方で、このよ
うなシャンプーではフケ・かゆ
みに関する課題も多くみられる
ことがわかってきている。当社

調べによると、日本国内のデー
タでも近年フケ・かゆみに関す
る課題への対策が盛り込まれて
いるシャンプー製品が増加傾向
にある（図1）。本稿では、これ
まで培ってきた界面制御技術の
知見を活かして開発した、フケ・
かゆみの低減に効果的なシャン

プー成分について紹介する。

シャンプーの成分

シャンプーは表1に示すよう
な成分から構成されている。
シャンプーの主成分は洗浄基剤
で、主にアニオン界面活性剤で
ある。洗浄力や起泡力が高く比
較的安価なラウレス硫酸ナトリ
ウムなどがよく用いられてい
る。一方、近年では洗浄力が穏
やかで、頭皮への負担を少なく
洗い上げることができるアミノ
酸系界面活性剤の使用も増えて
きている。

頭皮トラブルと
一般的な対策

頭皮のトラブルには、フケ・
かゆみなどがあり、乾燥や皮
脂・界面活性剤等の汚れ残り、
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肌残り低減メカニズム図2

当社製品をお取り扱いいただく際は、当社営業までお問い合わせください。また必ず「安全データシート」（SDS）を事前にお読みください。
使用される用途における適性および安全性は、使用者の責任においてご判断ください。

ピウセリア®AMCは立体障害 小 → 構造体をつくりやすい → 肌に残りにくい

ピウセリア®AMC ココイルグルタミン酸2Na コカミドプロピルベタイン

ココイルグルタミン酸2Na
＋ピウセリア®AMC

ココイルグルタミン酸2Na
＋コカミドプロピルベタイン 多くの単分子の
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遊離単分子活性剤

過度な洗浄、ストレスなどのダ
メージによるターンオーバーの
乱れ、皮膚炎などが原因として
起こる。シャンプーにおけるか
ゆみを防止する既存の対策とし
ては、シャンプーにミコナゾー
ル硝酸塩といった殺菌・抗炎症
成分、ジフェンヒドラミン塩酸
塩といった抗ヒスタミン成分、
メントールといった清涼成分を
配合するなどして、かゆみの症
状を軽減するという、対症療法
的な方法が一般的である。しか
し、これらの対策では、かゆみ
の原因を取り除くことはできな
いため、一時的な効果に限定さ
れてしまう。その他にも肌のバ
ランスを整えている他の常在菌
も減少してしまうこと、有効成

分配合により医薬部外品扱いに
なることなどのデメリットがあ
る。

両性界面活性剤
『ピウセリア®AMC』

当社はかゆみの原因の一つが
頭皮に残ったシャンプー成分の
界面活性剤であるという観点か
ら、シャンプーの洗い流しやす
さに着目した。これまで培って
きた界面制御技術の知見を活か
し、フケ・かゆみ防止などのト
ラブル対策として、両性界面活
性剤『ピウセリア®AMC』を開
発した。界面活性剤の肌残り、
つまり肌への残存量に着目し
て、フケ・かゆみ防止を訴求す
ることは、世界初となる（Mintel 

GNPDを用いた当社調べによ
る）。また、既存の対策とは全
く異なる方法となるため、前述
したデメリットを回避すること
が可能で、既存の対策と併用す
ることも可能となる。

界面活性剤の
肌残り低減効果

界面活性剤は臨界ミセル濃度
（critical micelle concentration、
略称CMC）以上では会合体で
あるミセルを形成し、乳化、可
溶化といった界面活性能を発現
するため、肌に残りづらい。一
方CMC未満では単分子の界面
活性剤で存在してしまうため、
肌に残りやすくなる。シャン
プー時の界面活性剤濃度は15％
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界面活性剤の肌残り量図3

［測定方法］
キムタオルを各試験サンプルに浸し、ヒト前腕内側部に張り付け、静置後、取り除き、乾燥させた後、試
験部位にセロハンテープを貼り付け、剥がした（テープストリッピング法）。そのセロハンテープに付着して
いる界面活性剤を抽出し、各界面活性剤を定量した。

両性界面活性剤

ココイルグルタミン酸2Na

程度で、洗浄、すすぎと進むに
従ってシャンプー原液から次第
に希釈されていくため、CMC
が高い界面活性剤の場合にはす
すぎ時にミセルが形成されず、
肌に残りやすくなる。従って、
CMCを低くコントロールでき
れば、界面活性剤の肌残りを防
ぐことができるのではないかと
いう仮定のもとに検証を重ね
た。その結果、CMCを低くす
るための方策として界面活性剤
の立体障害を小さくする構造を
見いだし、両性界面活性剤『ピ
ウセリア®AMC』を開発した。
その詳細なメカニズムを近年
ニーズが高まっているアミノ酸
系アニオン界面活性剤を例に
とって説明する。図2に示した
通り、アミノ酸系アニオン界面
活性剤のココイルグルタミン酸
2Naは親水基がかさ高い構造を
とっている。汎用の両性界面活
性剤であるコカミドプロピルベ
タインもまた親水基がかさ高い
構造をとっており、組み合わせ
た時のミセルの立体障害が大き
くなる。それに対して、『ピウ
セリア®AMC』の構造はスリ
ムであることから、アミノ酸系
アニオン界面活性剤と組み合わ
せた時に立体障害が小さくなり
ミセルを形成しやすくなる。つ
まり、『ピウセリア®AMC』は
親水基がかさ高いアミノ酸系の
アニオン界面活性剤とミセルを
形成した時の立体障害を軽減す
るために、CMCを低くするこ
とができる。その結果、シャン

プーのすすぎ時には単分子が
少なくなり、図3に示した通り、
かゆみの原因となる界面活性剤
の肌残りが少なくなるため、フ
ケ・かゆみを低減できる。本稿
ではアミノ酸系アニオン界面活
性剤を例にとって説明したが、
他のアニオン界面活性剤におい
ても同様に肌残り低減効果があ
ることを確認している。
また毛髪、頭皮以外への洗浄
用途のボディーソープや洗顔料
への展開も可能である。

細かい泡による
高い洗浄性と
低刺激性との両立

一般的に、界面活性剤自体の
洗浄力を向上させると必要な油
分まで取りすぎてしまい、刺激
性も高くなるなど、洗浄性と刺
激性はトレードオフの関係にな
ることが知られている。当社の

『ピウセリア®AMC』を、一般
的に低刺激性で、洗浄力が低い
とされているアミノ酸系アニオ
ン性界面活性剤と併用し、洗浄
性検証を行い、比較したところ
『ピウセリア®AMC』の方が洗
浄力が高いことがわかった。一
方で、刺激性については、三次
元培養表皮モデルを用いた皮膚
刺激性試験において、コカミド
プロピルベタインを用いた場合
には刺激性ありという結果で
あったのに対して、『ピウセリ
ア®AMC』では刺激性なしと
いう結果が得られた。つまり、
『ピウセリア®AMC』は低刺激
性を維持したまま、不要な皮脂
汚れを洗浄できるという機能を
両立する。これは、『ピウセリ
ア®AMC』がつくり出すきめ細
かい泡が、効率的に汚れを除去
することにつながったのではな
いかと考えている。
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モニター試験結果図5
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増粘効果図4

［測定方法］
アニオン界面活性剤（ココイルグルタミン酸2Na）7.5％に対し、両性界面活性剤としてそれぞれ、コカミ
ドプロピルベタインとピウセリア®AMCを7.5％添加したサンプルを、B型粘度計にて粘度を測定した。

■ はい　■ どちらともいえない　■ いいえ
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かゆみが改善しましたか？ フケが抑えられましたか？

20～61歳 男女13名

メーカー技術者の
ニーズに対応

アミノ酸系シャンプーはこれ
まで、必要な粘度を担保するの
が難しいという課題があった。
しかし、図4に示した通り、当
社の『ピウセリア®AMC』を
配合することで、汎用の両性界
面活性剤コカミドプロピルベタ
インよりも粘度を高くすること
ができるため、増粘剤の添加が
不要になる、もしくは増粘剤量

を低減することが可能で、シャ
ンプー処方を組みやすくなる。
このことから、ユーザーのみな
らず、メーカー技術者にとって
もメリットのある製品となって
いる。

モニター試験

20 ～ 61歳までの日本人男女
13名で日頃、頭皮のフケ・かゆ
みが気になっている人を対象に
『ピウセリア®AMC』を配合し
たシャンプーを2週間連用して

もらい使用前後の状態について
アンケート形式で聞き取りをし
た。図5に示した通り「かゆみ
は改善しましたか？」との問い
には、92％の方が改善したと回
答した。また、「フケは抑えられ
ましたか？」との問いには、84％
の方が抑えられたと回答した。
自由記載にはフケ・かゆみ低減
以外にも、「肌に優しい感じが
した」、「数日間のお試しでフケ
やかゆみが抑えられたので、機
能性が高い商品であると思いま
した」、「使用を始めて数日でか
ゆみが軽減されたと思う。泡立
ちもよく、髪がゴワゴワしなく
ていいと思う」など好意的な意
見があった。

今後の展開

当社の『ピウセリア®AMC』
はこれまでにないメカニズム、
すなわちCMCのコントロール
により、界面活性剤の肌残りを
防ぐことによってフケ・かゆみ
を低減するという全く新しい発
想で消費者のニーズを捉えた製
品である。最近では一般ユー
ザーの価値観が多様化し、ニー
ズを把握することが難しくなっ
ている。そのようななかで、消
費者のニーズを的確に捉えて開
発を進めることで、付加価値の
高い製品を上市することができ
た。今後も消費者のニーズに応
える化粧品素材の製品開発を進
めていく。
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